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請
　
　
　
　
　
願

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　�

全
会
一
致
　
可
決

〔
要
旨
〕

　

現
行
の
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者
自
身
の
自
立
意
欲
を
高
め
、
介
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉
用
具
、

住
宅
改
修
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
介
護
が
必
要
な
方
の
生

活
を
支
え
る
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

�

　
全
会
一
致
　
可
決

〔
要
旨
〕

　

災
害
の
防
止
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
、
良
好
な
景

観
の
形
成
等
を
図
る
た
め
、
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
し
、
基

本
理
念
や
責
務
、
推
進
計
画
の
策
定
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
迅
速
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
会
に
お
か
れ
て
は
次
の
事
項
を
実
現

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
記
】

　

公
共
の
福
祉
の
確
保
や
生
活
の
向
上
、
地
域
経
済
の
健
全

な
発
展
に
貢
献
す
る
、
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を

早
期
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
。

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
を
求
め
る
意
見
書

�

全
会
一
致
　
可
決

〔
要
旨
〕

　

さ
る
5
月
19
日
沖
縄
県
う
る
ま
市
の
女
性
が
遺
体
で
発
見

さ
れ
、
米
軍
軍
属
が
逮
捕
さ
れ
た
。
米
軍
関
係
者
に
よ
る
事

意
　
　
見
　
　
書

意見書・請願・陳情

件
・
事
故
が
起
こ
る
た
び
に
犯
罪
の
再
発
防
止
を
求
め
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
た

こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
基
地
が
あ
る
故
の
多
く
の
犠

牲
と
過
重
な
負
担
に
思
い
を
馳
せ
、
政
府
は
日
米
地
位
協
定

に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
実
効
性
あ
る
再
発
防
止

策
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

【
記
】

　

①
被
害
者
及
び
家
族
へ
の
謝
罪
並
び
に
完
全
な
補
償
を
行

う
こ
と
。

　

②
実
効
性
あ
る
抜
本
的
な
犯
罪
の
再
発
防
止
策
を
講
じ
る

こ
と
。

　

③
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
を
行
う
こ
と
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

�

全
会
一
致
　
可
決

〔
要
旨
〕

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、「
国
に
よ
る
最
低
保
障
」

の
制
度
と
し
て
、
義
務
教
育
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可

欠
な
制
度
で
あ
り
、
現
行
教
育
制
度
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、
負
担
割
合
が
、
2
分
の
1
か
ら
3
分
の
1
に
縮
小

さ
れ
、
地
方
交
付
税
に
依
存
す
る
度
合
い
が
高
ま
っ
た
。

　

教
育
予
算
は
、
未
来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
等
し
く
良
質
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
憲
法
の

保
障
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
、

特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
記
】

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
、
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

�

全
会
一
致
　
可
決

〔
要
旨
〕

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
き
わ

め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
都
道
府
県
で
、
少
人
数

教
育
が
実
施
さ
れ
、
大
変
有
益
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
が
縮
小
さ
れ
、
自
治
体
に

お
い
て
教
育
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
低
所
得
者
層
の
拡
大
・
固
定
化
が
進
ん
で
お
り
教

育
格
差
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。
自
治
体
の
財
政
力
や
所

得
の
違
い
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
が
受
け
る
「
教
育
水
準
」

に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
下
記
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
記
】

　

①
「
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
」
を
は
か
り

き
め
細
か
い
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、
少
人
数
学
級
を

推
進
す
る
こ
と
。

　

②
学
校
施
設
整
備
費
、
就
学
援
助
・
奨
学
金
、
学
校
の
安

全
対
策
な
ど
、
教
育
予
算
の
充
実
の
た
め
地
方
交
付
税

を
含
む
国
の
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
件

�

み
な
し
採
択

提
出
者　

兵
庫
県
教
職
員
組
合
豊
岡
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

藤
本　

丈
永

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
関
す
る
件

�

み
な
し
採
択

提
出
者　

兵
庫
県
教
職
員
組
合
豊
岡
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

藤
本　

丈
永

　

以
上
の
2
つ
の
請
願
書
は
、
同
趣
旨
の
意
見
書
案
を
先
に

可
決
し
た
こ
と
に
よ
り
、
み
な
し
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

本会議での討論は、市ホームページ「議会」内の「インターネット中継（録画映像）をご覧ください。」
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意見書・請願・陳情
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る

陳
情

　
　
　
　
　
　
反
対
・
賛
成
討
論
、
採
決
の
結
果
　
不
採
択

提
出
者　

全
日
本
年
金
者
組
合
但
馬
支
部
豊
岡
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　

稲
葉　

淳

〔
要
旨
〕

　

こ
の
3
年
間
で
年
金
が
2
・
5
％
削
減
、
さ
ら
に
2
0
1 

5
年
度
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発
動
で
年
金
削
減
は
合
計

3
・
4
％
に
な
り
、
社
会
保
険
料
の
相
次
ぐ
引
上
げ
等
、
高

齢
者
の
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
今
、
貧
困
状
態
に

あ
る
若
者
達
が
数
十
年
後
に
は
膨
大
な
数
の
貧
困
高
齢
者
に

な
る
と
い
う
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
。
持
続
可
能
な
年
金
制

度
の
早
期
構
築
を
進
め
な
け
れ
ば
若
者
の
年
金
離
れ
が
一
層

進
み
、
年
金
制
度
へ
の
信
頼
は
さ
ら
に
低
下
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
下
記
事
項
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
を

陳
情
す
る
。

【
記
】

　

①
年
金
の
更
な
る
削
減
を
し
な
い
こ
と
。

　

②
年
金
の
隔
月
支
給
を
国
際
水
準
並
み
に
毎
月
支
給
に
改

め
る
こ
と
。

　

③
年
金
支
給
開
始
年
齢
を
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
な
い
こ
と
。

【
委
員
長
報
告
】

　

本
件
は
、
国
に
対
し
て
①
年
金
の
更
な
る
削
減
を
し
な
い

こ
と
②
年
金
の
隔
月
支
給
を
国
際
水
準
並
み
に
、
毎
月
支
給

に
改
め
る
こ
と
③
年
金
支
給
開
始
年
齢
を
こ
れ
以
上
引
き
上

げ
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情
で
あ
る
。
委
員
会
に
お
い
て
、

慎
重
に
審
査
し
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
本
件
に
つ
い
て
は
賛

成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
〔
陳
情
に
賛
成
討
論
〕　

会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
年
金
制
度
だ
が
、
こ
の
3
年
間

で
2
・
5
％
の
削
減
、
さ
ら
に
昨
年
度
は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
発
動
で
0
・
9
％
の
削
減
と
な
り
、
手
に
す
る
年
金

は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
国
保
税
や
介
護
保
険

料
、
消
費
税
8
％
、
上
水
道
も
下
水
道
料
金
も
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
年
金
積
立
金
の
株
式
市
場
へ
の
投
入
枠
を
20
兆
円
も

拡
大
し
、
昨
年
度
1
年
間
で
7
兆
円
も
の
損
失
を
出
し
た
と

い
わ
れ
、
さ
ら
な
る
信
頼
喪
失
の
増
幅
と
な
っ
て
い
る
。
不

採
択
す
る
べ
き
内
容
は
一
つ
も
な
い
。

　
〔
陳
情
に
反
対
討
論
〕　

会
派
：
市
民
ク
ラ
ブ
議
員

　

現
行
の
年
金
制
度
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
採
用
し

て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
長
期
的
な
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
、
若
年
者
の
負
担
や
国
庫
負

担
を
考
慮
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
年
金
制
度
を
安
定
さ
せ
、
維

持
し
続
け
る
た
め
導
入
さ
れ
た

も
の
で
年
金
の
更
な
る
削
減
を

し
な
い
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な

い
。
隔
月
支
給
も
現
段
階
で
は

格
別
不
利
益
を
被
る
と
聞
い
て

い
な
い
。
年
金
支
給
年
齢
の
引

き
上
げ
も
政
府
が
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
適
切
な
判
断
を
さ
れ

る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

陳
情
を
不
採
択
と
す
る
こ
と
に

賛
成
す
る
。

　
〔
陳
情
に
賛
成
討
論
〕　

会
派
：
み
ら
い
議
員

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
方
式
で
は
実
質
年
金
額
は
こ
の
先

下
が
り
続
け
る
こ
と
を
意
味
し
、
願
意
で
あ
る
更
な
る
削
減

は
し
な
い
と
い
う
項
目
は
厳
し
い
が
、
本
市
は
平
成
26
年
3

月
に
、年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
G
P
I
F
）

が
国
内
債
券
の
比
率
を
引
き
下
げ
る
運
用
等
に
対
し
「
年
金

積
立
金
の
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
の
安
全
、
確
実
な
運
用

に
関
す
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
て
お
り
、
今
陳

情
に
見
る
年
金
生
活
者
の
不
安
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
願
意

は
十
分
理
解
で
き
る
。
よ
っ
て
願
意
採
択
と
す
べ
き
だ
。

　

こ
の
陳
情
は
、
反
対
・
賛
成
討
論
の
あ
と
、
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

陳
　
　
　
　
　
情

　去る５月17日、病気のため古池議員がご
逝去されました。６月定例会初日に、議会
を代表して同会派の団長である奥村忠俊議
員より、生前の古池議員の議会での精力的
な活動ぶりなどが述べられ全員で黙祷しま
した。
　心からご冥福をお祈りします。

本
会
議
で
追
悼
の
こ
と
ば

古
池
信
幸
議
員
ご
逝
去


